
第22回ELC東大阪学習会
2022年11月24日

～苦しむ人へ関わるための聴く力～

問いかけ

認定ELCファシリテーター
山本直美



本日の内容
・エンドオブライフケアとは

・援助的コミュニケーション
（自己紹介・反復練習）

・問いかけ

・ロールプレイ（30分）
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トイレにひとりで行けなくなってしまった

希望：トイレにひとりで行きたい

現実：トイレにひとりで行けなくなってしまった

まだ生きていたい・死にたくない

希望：まだ生きていたい、死にたくない

現実：命が限られてしまった
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相手：「昨日の夜眠れなかったんです」
私：「昨日の夜眠れなかったんですね」

相手：「私のせいで母が倒れたんです」
私：「私のせいでお母さんは倒れたんだと思うんですね」

相手：「これからどうなるんでしょうか？」
私：「これからどうなるのかなって案じているのですね」

反復の練習



反復の練習
自己紹介１人１分（好きなこと・好きなもの）
・1対1の対応を学ぶ（反復）
・患者役、聞き役（反復）、観察者役
それそれフィードバック

メモは取らない
語尾は「ね」
目は閉じない
丁寧に相手の言葉を反復

15分
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5つの問いかけ（支えの意味）

１．人生を伺う問いかけ

２．苦しかった時の支えをうかがう問いかけ

３．これからの安心を伺う問いかけ

４．支えをキャッチできたとき 支えを強める問いかけ

５．感情の背景を伺う問いかけ



ロールプレイ（約６分）
振り返り （約２分）
役割交代して行う

①聞き役
②患者役
③観察役

ロールプレイ 反復・沈黙・問いかけ

聞き役（例）
｢今、気になっていることはどんなことですか｣から始める
反復・沈黙繰り返し、ファシリテーターは４分で合図送ります
「○○さんにとって支えになっていることはどんなことですか」

患者役
反復された後、心で３以上数え 短く自分の思いを話してください

痛みがつらくて・・・解決できることは解決する
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事例
家族構成 40歳女性 胃がん末期

45歳の御主人、9 歳、6 歳のお子さんの 4 人暮らし

病歴 2年前に胃癌と診断、手術施行。
1年後に肝転移と診断、抗がん剤治療を続けてきました。
抗癌剤治療中は、手足のしびれや嘔気などつらい治療で
したが、懸命に通院して治療を続けて 来ました。
しかし、3 ヶ月前にこれ以上の積極的な治療はできないと
説明を受けました。

本人に気がかり
なんでがんばって治療してきたのにこんな身体になってまった
のだろう。これから、私どうなっていくのだろう？
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